






OSASの一般的治療法としては､経鼻的持続陽圧呼吸療法 (nCPAP)や外科的治療 (口蓋垂軟 口蓋咽
頭形成術)などがある｡近年､より簡単で､容易に使用できる治療法の一つとして口腔内装置 (スリー
プスプ リン ト)が用いられるようになってきた｡下顎位 を前方に誘導する上下顎一体型の装置はすでに








を取 り除き顎関節に対する負荷を最小限に止め､強制 されない自然な呼吸を確保 しながら､安眠を得る
ことができる装置である｡
2 研究の概要
(方法)今回の装置は安静時下顎位 ､開口時下顎位 に加え､新たにいびき時下顎位 を想定 し作製 した｡
開口初期には､下顎頭は前方斜面を滑走 し､拝交合平面に対 して前下方に移行する (図 1 ) ｡ 一方いびき時
は､下顎は安静時や開口時の下顎位 よりも後下方､つま り重力方向に移行 している (図 2)｡まず患者








<連結装置<Ab と設定することにより作製 した｡ちなみに本症例では上顎第一小臼歯 と下顎第一大臼




その うちの約 10%の 200万人が SASとも言われてお り､またその 90%が OSASと言われているQい
びきの原因は本症候群のほか飲酒､届桃腺肥大や肥満 との相関も指摘 されているが､OSAS､およびあ
る種のいびき症に対 して本装置は有効 と思われる｡
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